
︽
五
十
嵐
暁
郎
先
生
業
績
目
録
︾

一

著

書

民
主
化
時
代
の
韓
国

政
治
と
社
会
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か

1987-

1992

一
九
九
三
年
一
月

世
織
書
房

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ

ポ
ス
ト
冷
戦
・
高
度
経
済
成
長
の
光
と
影

一
九
九
五
年
一
一
月

潮
出
版
社

明
治
維
新
の
思
想

一
九
九
六
年
六
月

世
織
書
房

日
本
政
治
論

二
〇
一
〇
年
九
月

岩
波
書
店

二

共

著
・
編

著
・
共

編

著

足
尾
鉱
毒
事
件
研
究

鹿
野
政
直
編一

九
七
四
年

三
一
書
房
︵
共
著
︶

北
一
輝
論
集

一
九
七
九
年
一
〇
月

三
一
書
房
︵
編
著
︶

昭
和
同
時
代
を
生
き
る
︱
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
後

内
山
秀
夫
・
栗
原
彬
編

︵
共
著
︶︵
全
共
闘
世
代
を
執
筆
︶

一
九
八
六
年
六
月

有
斐
閣
選
書

日
本
通
史
第

巻
近
代
Ⅰ
︵﹁
旧
幕
臣
の
明
治
維
新
﹂
を
執
筆
︶

16

岩
波
書
店

一
九
九
四
年

二
十
世
紀
の
千
人

第
一
巻

世
紀
の
巨
人
・
虚
人

朝
日
新
聞
社

一
九
九
五
年
一
月
︵
共
著
︶

二
十
世
紀
の
千
人

第
六
巻

メ
デ
ィ
ア
社
会
の
旗
手
た
ち

朝
日
新
聞
社

一
九
九
五
年
二
月
︵
共
著
︶

二
十
世
紀
の
千
人

第
二
巻

戦
争
と
革
命
の
中
の
闘
争
者

朝
日
新
聞
社

一
九
九
五
年
四
月
︵
共
著
︶

二
十
世
紀
の
千
人

第
四
巻

多
様
化
す
る
︿
知
﹀
の
探
究
者

朝
日
新
聞
社

一
九
九
五
年
五
月
︵
共
著
︶

田
中
角
栄
︑
ロ
ン
グ
グ
ッ
ド
バ
イ

潮
出
版
社

一
九
九
五
年
五
月
︵
共
編
著
︶

環
日
本
海
交
流
辞
典

︵
第
'
部
国
内
編

﹁
地
方
自
治
体
の

ʼ95-96

国
際
交
流
の
進
展
と
政
策
評
価
の
必
要
性
﹂
を
執
筆
︶

創
知
社

一
九
九
五
年
八
月

二
十
世
紀
の
千
人

第
七
巻

言
葉
の
力
に
挑
む
人
々

朝
日
新
聞
社

一
九
九
五
年
九
月
︵
共
著
︶

二
十
世
紀
の
千
人

第
一
〇
巻

マ
ー
ジ
ナ
ル
・
ピ
ー
プ
ル

朝
日
新
聞
社

一
九
九
五
年
一
一
月
︵
共
著
︶

T
H
E
JO
U
R
N
A
L
O
F
P
A
C
IF
IC
A
S
IA

F̒
rom

A
m
erican
iza-

tion
to
“Jap
an
ization
”
in
E
ast
A
sia!?̓

T
h
e
C
om
m
ittee
of

P
acific
A
sia
S
tu
d
ies︵
編
著
︶
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一
九
九
七
年

変
容
す
る
ア
ジ
ア
と
日
本

ア
ジ
ア
社
会
に
浸
透
す
る
日
本
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

一
九
九
八
年
二
月

世
織
書
房
︵
編
著
︶

C
O
M
P
R
E
H
E
N
S
IV
E
S
E
C
U
R
IT
Y
IN
A
S
IA
,K
u
rt
D
.R
ad
tk
e
&

R
ay
m
on
d
F
ed
d
em
a
ed
.
B
R
IL
L
2000
︵
共
著
︶

︵
“O
k
in
aw
a:
A
n
A
p
oria
in
th
e
S
ecu
rity
of
th
e
A
sian

P
acific
R
eg
ion
.”
を
執
筆
︶

諸
外
国
に
お
け
る
政
治
へ
の
女
性
の
参
画
に
関
す
る
調
査
研
究
︵﹁
韓

国
に
お
け
る
女
性
の
政
治
参
画
﹂
を
執
筆
︶

内
閣
府
編

二
〇
〇
一
年
三
月
︵
共
著
︶

現
代
市
民
政
治
論

高
畠
通
敏
編二

〇
〇
三
年
二
月

世
織
書
房
︵
共
著
︶

全
球
化
與
東
亜
政
治
︵
中
国
語
︶

二
〇
〇
三
年

天
津
人
民
出
版
社

︵﹁
全
球
化
与
日
本
政
党
的
政

策
形
成
﹂
を
執
筆
︶︵
共
著
︶

東
ア
ジ
ア
安
全
保
障
の
新
展
開

二
〇
〇
五
年
四
月

明
石
書
店
︵
共
編
著
︶

平
和
研
究
講
義

高
畠
通
敏
著

二
〇
〇
五
年
八
月

岩
波
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
ス
︵
共
編
︶

平
和
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

二
〇
〇
七
年
九
月

明
石
書
店
︵
共
編
著
︶

象
徴
天
皇
の
現
在

政
治
・
文
化
・
宗
教
の
視
点
か
ら

二
〇
〇
八
年
六
月

世
織
書
房
︵
編
著
︶

高
畠
通
敏
集

'

二
〇
〇
九
年
五
月

岩
波
書
店
︵
共
編
︶

高
畠
通
敏
集

]

二
〇
〇
九
年
七
月

岩
波
書
店
︵
共
編
︶

高
畠
通
敏
集

^

二
〇
〇
九
年
九
月

岩
波
書
店
︵
共
編
︶

高
畠
通
敏
集

_

二
〇
〇
九
年
一
〇
月

岩
波
書
店
︵
共
編
︶

高
畠
通
敏
集

`

二
〇
〇
九
年
一
一
月

岩
波
書
店
︵
共
編
著
︶

法
学
部
五
〇
年
史
︵
﹁
一
九
六
八
年
前
後
﹂
を
執
筆
︶二

〇
一
〇
年
三
月

地
方
自
治
体
の
安
全
保
障

二
〇
一
〇
年
八
月

明
石
書
店
︵
共
編
著
︶

三

翻

訳

ケ
ネ
ス
・
パ
イ
ル
﹃
新
世
代
の
国
家
像

明
治
に
お
け
る
欧
化
と
国

粋
﹄
︵
松
本
三
之
介
監
訳
︶

一
九
八
六
年

社
会
思
想
社
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四

論

文

■
一
九
七
六
年

創
造
と
共
感
を
求
め
て
︱
全
共
闘
世
代
の
学
問
観
︱

思
想
の
科
学

一
九
七
六
年
一
一
月

■
一
九
七
八
年

北
一
輝
研
究
の
現
在

第
三
文
明

一
九
七
八
年
五
月

■
一
九
八
〇
年

足
尾
鉱
毒
運
動
と
転
向
︱
左
部
彦
次
郎
の
生
涯

﹃
田
中
正
造
と
足
尾

鉱
毒
事
件
研
究
﹄

伝
統
と
現
代
社

第
三
号

一
九
八
〇
年
八
月

■
一
九
八
一
年

生
涯
に
わ
た
る
自
治
の
闘
争

田
中
正
造

日
本
の
地
方
自
治
論

歴
史
と
群
像

地
方
自
治
職
員
研
修

臨
時
増
刊
号
六
号

一
九

八
一
年
三
月

孤
立
を
恐
れ
ぬ
土
民
哲
学

石
川
三
四
郎

日
本
の
地
方
自
治
論

歴
史
と
群
像

地
方
自
治
職
員
研
修

臨
時
増
刊
号
六
号

一
九

八
一
年
三
月

三
十
年
前
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論

戦
後
の
展
望
と
錯
誤

思
想
の
科
学

一
九
八
一
年
五
月

■
一
九
八
七
年

米
国
の
な
か
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

立
教
大
学
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
研
究
所
報

一
九
八
七
年

N
o.15

五
月

■
一
九
八
八
年

ポ
ス
ト
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
韓
国
︱
ど
う
変
る
か
ア
ジ
ア
の
経
済
地
図

潮

一
九
八
八
年
七
月

■
一
九
九
〇
年

韓
国
は
三
月
実
施

日
本
は
土
地
公
有
化
の
強
権
が
な
ぜ
発
動
で
き
な

い
！

サ
ピ
オ

一
九
九
〇
年
四
月
号

日
本
自
民
党
の
危
機
は
高
度
成
長
政
策
の
足
元
か
ら
生
じ
た
︵
韓
国

語
︶

T
h
e
E
con
om
ist
一
九
九
〇
年
三
月
五
日

﹁
冷
戦
の
海
﹂
か
ら
﹁
平
和
と
繁
栄
の
海
﹂
へ

月
刊
ア
サ
ヒ

一
九
九
〇
年
五
月
号

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
﹁
現
在
﹂
を
問
う

新
潟
日
報
記
者
た
ち
の
西
山

町
事
件

潮

一
九
九
〇
年
一
〇
月
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■
一
九
九
一
年

自
民
党
︱
長
期
支
配
の
構
造
︵
英
語
︶

T
h
e
Jap

an
F
ou

n
d
ation

N
ew

sletter
V
ol.X

V
III/N

o.3

現
代
日
本
政
治
の
政
治
文
化
︵
韓
国
語
︶

日
本
評
論

一
九
九
一
年

春
号

地
方
の
新
時
代
な
の
か
？

︱
現
代
日
本
の
地
域
の
課
題
と
権
力

︵
韓
国
語
︶

秋
季
号

Jap
an

F
oru

m
ʼ91

■
一
九
九
二
年

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
①
︱
深
圳
の
﹁
実
験
﹂
は
成
功
し
た
か

潮

一
九
九
二
年
一
二
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

■
一
九
九
三
年

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
②
︱
上
海
・
浦
東
に
て
﹁
改
革
・
開
放
﹂
の
矢

は
放
た
れ
た潮

一
九
九
三
年
一
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
③
︱
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
国

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー

ブ
・
シ
ネ
マ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て

潮

一
九
九
三
年
二
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
④
︱
ソ
ウ
ル
に
て

ポ
ス
ト
﹁
民
主
化
時
代
﹂

へ
む
か
う
韓
国
政
治

潮

一
九
九
三
年
三
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑤
︱
大
田
︵
テ
ジ
ョ
ン
︶
に
て

﹁
韓
国
病
﹂

は
克
服
で
き
る
か

潮

一
九
九
三
年
四
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑥
︱
韓
国
映
画
の
世
界
か
ら

積
年
の
社
会
矛

盾
に
悩
む
世
代

潮

一
九
九
三
年
五
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑦
︱
バ
ン
コ
ク
に
て

民
主
化
へ
の
道
歩
む

﹁
第
五
の
龍
﹂潮

一
九
九
三
年
六
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑧
︱
タ
イ
・
フ
ァ
イ
ヒ
ン
村
に
て

微
笑
み
の

裏
側
の
矛
盾潮

一
九
九
三
年
七
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑨
︱
社
会
派
監
督
の
映
像
世
界

タ
イ
社
会
に

落
と
す
﹁
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
﹂
の
陰

潮

一
九
九
三
年
八
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑩
︱
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
︑
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に

て

台
頭
す
る

A
S
E
A
N
の
外
交
と
経
済

潮

一
九
九
三
年
一
〇
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

一
つ
の
典
型
と
し
て
の
民
主
化

︵
韓
国
語
︶

JA
P
A
N
F
oru
m
1993.b
om

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑪
︱
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て

か
げ
り
が
見
え
た

e
グ
リ
ー
ン
・
ア
ン
ド
・
ク
リ
ー
ン
f
政
治

潮

一
九
九
三
年
一
一
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収
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新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑫
︱
マ
レ
ー
シ
ア
︑
バ
ド
・
パ
ハ
に
て

多
民

族
国
家
の
ジ
レ
ン
マ

潮

一
九
九
三
年
一
二
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

■
一
九
九
四
年

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑬
︱
台
北
に
て

中
国
大
陸
を
見
据
え
る
昇
竜

潮

一
九
九
四
年
一
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑭
︱
台
北
に
て

国
際
的
孤
立
か
ら
の
脱
却
を

賭
け
て

潮

一
九
九
四
年
二
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑮
︱
高
雄
に
て

ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
の
旗
手
が
描

く
台
湾
社
会
の
現
実

潮

一
九
九
四
年
三
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑯
︱
香
港
に
て

九
七
年
へ

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
が
進
む
﹁
香
港
返
還
﹂

潮

一
九
九
四
年
四
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑰
︱
香
港
に
て

拡
大
す
る
華
南
経
済
圏
の
本

拠
地

潮

一
九
九
四
年
五
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
⑱
︱
香
港
に
て

﹁
永
遠
の
旅
人
﹂
と
﹁
中
国

人
﹂
の
は
ざ
ま
で

潮

一
九
九
四
年
六
月

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
所
収

■
一
九
九
五
年

地
方
自
治
の
新
時
代
：
現
代
日
本
社
会
の
問
題
と
権
力
︵
韓
国
語
︶

C
h
an
-h
y
u
n
C
h
o,
M
an
fred
Z
iem
ek
ed
.
地
域
発
展
と
地
方
自

治
団
体
の
役
割

C
en
ter
for
L
ocalA
u
ton
om
y
H
an
y
an
g
U
n
iv
ersity
1995

A̒

N
ew

A
g
e
for
L
ocal
A
u
ton
om
y
：

Issu
es
an
d
P
ow
er
in

C
on
tem
p
orary
Jap
an
ese
C
om
m
u
n
ities,
C
h
an
-h
y
u
n
C
h
o,

M
an
fred
Z
iem
ek
ed
.
L
ocal
D
ev
elop
m
en
t
an
d
th
e
R
ole

of
L
ocal
G
ov
ern
m
en
t̓
.

C
en
ter
for
L
ocalA
u
ton
om
y
H
an
y
an
g
U
n
iv
ersity
1995.

新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ

溶
解
し
た
二
つ
の
境
界
線

月
刊
私
学
公
論

一
九
九
五
年
二
月

■
一
九
九
六
年

初
の
小
選
挙
区
選
挙
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
政
治
の
展
望

(社
︶
中
央

政
策
研
究
所
研
究
セ
ミ
ナ
ー

一
九
九
六
年
一
一
月

新
・
総
選
挙
︱
誰
の
︑
誰
に
よ
る
︑
誰
の
た
め
の
？

潮

一
九
九
六
年
一
二
月

■
一
九
九
七
年

宮
城
県
知
事
選
が
問
う
た
も
の

潮

一
九
九
七
年
一
二
月
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■
一
九
九
八
年

な
ぜ
沖
縄
だ
け
が
基
地
の
重
圧
に
苦
し
む
の
か

潮

一
九
九
八
年
四
月

政
策
論
争
無
き
参
院
選
﹁
無
党
派
層
﹂
の
決
断

潮

一
九
九
八
年
八
月

■
一
九
九
九
年

沖
縄
︱
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
安
全
保
障
の
ア
ポ
リ
ア

立
教
法
学

五
二
号

一
九
九
九
年

■
二
〇
〇
二
年

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
の
政
党
の
政
策
形
成

立
教
法
学

六
一
号

二
〇
〇
二
年

T
h
e
u
n
ack
n
ow
led
g
ed
S
tru
ctu
ral
T
ran
sform
ation
of
“A
m
e-

rican
ization
”：

T
h
e
E
ast
A
sian
P
ersp
ectiv
e

二
〇
〇
二
年
四
月

S
ocial
S
cien
ce
R
esearch
C
ou
n
cil
の

w
e
b
site︵
h
ttp
:/
/
co
n
co
n
flicts.ssrc.o
rg
/
U
S
A
?ig
a
ra
sh
i︶

に
掲
載

■
二
〇
〇
三
年

公
平
性
を
求
め
て
︱
日
本
の
環
境
問
題
に
お
け
る
住
民
投
票
の
機
能

立
教
法
学

六
四
号

二
〇
〇
三
年

■
二
〇
〇
六
年

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
の
東
京

立
教
法
学

七
二
号

二
〇
〇
六
年

■
二
〇
一
〇
年

管
直
人
の
政
治
︱
市
民
運
動
と
リ
ア
リ
ズ
ム

都
市
問
題

二
〇
一
〇
年
一
一
月

■
二
〇
一
二
年

最
終
講
義

原
発
社
会
の
権
力
構
造
と
将
来
の
展
望

法
学
周
辺

立
教
大
学
法
学
会

二
〇
一
二
年
三
月

五

小

論

文

■
一
九
七
六
年

昭
和
の
序
幕

人
物
列
伝

昭
和
日
本
史
一

昭
和
の
序
幕

教
育
図
書
出
版

一
九
七
六
年
一
二
月

■
一
九
七
七
年

近
代
日
本
の
官
僚
群
像
﹁
八
百
萬
の
神
々
﹂
﹁
専
門
官
僚
の
登
場
﹂
﹁
フ

ァ
シ
ズ
ム
と
革
新
官
僚
﹂地

方
自
治
職
員
研
修

一
九
七
七
年
一
月
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■
一
九
七
八
年

自
己
紹
介
を
か
ね
て思

想
の
科
学
・
会
報

九
一
号

一
九
七
八
年
八
月

保
守
化
と
他
者
志
向

進
路
研
究

一
九
七
八
年
六
月

■
一
九
七
九
年

片
山
潜
︑
安
部
磯
雄

地
方
自
治
職
員
研
修

一
九
七
九
年
一
月
号

■
一
九
八
四
年

海
外
の
ア
フ
リ
カ
研
究

ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
学
会
及
び
主
な
大
学

に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
研
究
の
動
向

日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
会
報

第
一
六
号

一
九
八
四
年
八
月

正
造
翁
七
〇
回
忌
記
念
座
談
会

田
中
正
造
研
究
の
現
状
と
課
題
︱
研

究
の
新
し
い
段
階
を
迎
え
て
︱

﹃
田
中
正
造
と
足
尾
鉱
毒
事
件
研
究
﹄
伝
統
と
現
代
社

第
六
号

一
九
八
四
年
八
月

■
一
九
八
六
年

晴
雨
計

﹁
フ
ラ
イ
デ
ー
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
八
月
四
日

晴
雨
計

﹁
大
学
町
の
魅
力
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
八
月
一
一
日

晴
雨
計

﹁
海
外
旅
行
と
保
守
化
﹂新

潟
日
報

一
九
八
六
年
八
月
一
八
日

晴
雨
計

﹁
リ
ク
ル
ー
ト
・
ル
ッ
ク
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
八
月
二
五
日

晴
雨
計

﹁
め
ざ
せ
ダ
ウ
ニ
ン
グ
街
十
番
地
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
九
月
一
日

晴
雨
計

﹁
第
三
世
界
の
桃
源
郷
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
九
月
八
日

晴
雨
計

﹁
藤
尾
発
言
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
責
任
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
九
月
一
五
日

晴
雨
計

﹁
ゴ
ル
フ
・
バ
ッ
グ
と
社
会
党
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
九
月
二
二
日

晴
雨
計

﹁﹁
単
一
民
族
﹂
国
家
論
の
閉
鎖
性
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
九
月
二
九
日

晴
雨
計

﹁
世
襲
政
治
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
一
〇
月
六
日

晴
雨
計

﹁
メ
キ
シ
コ
の
革
命
伝
説
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
一
〇
月
一
三
日

晴
雨
計

﹁
日
本
人
が
国
境
を
越
え
る
と
き
﹂

新
潟
日
報

一
九
八
六
年
一
〇
月
二
〇
日
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■
一
九
八
七
年

日
本
と
ア
メ
リ
カ
︱
地
球
時
代
の
課
題

読
売
新
聞

一
九
八
七
年
一
〇
月
一
五
日

夕
刊

■
一
九
八
八
年

田
中
︱
竹
下
に
み
る
政
治
風
土
︵
外
か
ら
見
え
る
日
本
︑
内
か
ら
見
え

な
い
日
本
︿
特
集
﹀
︶

中
央
公
論

一
九
八
八
年
一
月
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

話
し
合
い
の
政
治
へ

新
時
代
に
入
っ
た
韓
国

共
同
通
信
配
信

一
九
八
八
年
一
一
月

■
一
九
八
九
年

ブ
ッ
シ
ュ
演
説

方
向
異
な
る
二
つ
の
基
調

読
売
新
聞

一
九
八
九
年
二
月
一
四
日

夕
刊

同
時
代
の
政
治
を
問
う

地
殻
変
動
告
げ
る
e
福
岡
旋
風
f

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
二
月
二
八
日

住
居
を
求
め
て

そ
う
り
ふ

一
九
八
九
年
三
月

同
時
代
の
政
治
を
問
う

戦
後
保
守
政
権
︑
最
大
の
危
機

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
三
月
三
一
日

今
月
の
焦
点

一
九
八
九
年
政
局
の
展
望平

和
経
済

一
九
八
九
年
四
月

同
時
代
の
政
治
を
問
う

県
政
の
方
向
決
め
る
知
事
選

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
四
月
三
〇
日

ア
ジ
ア
と
日
本
の
平
和
：
日
本
人
の
平
和
観

国
際
女
性
平
和
自
由
連
盟
会
報

一
九
八
九
年
五
月

同
時
代
の
政
治
を
問
う

連
動
す
る
東
ア
ジ
ア
の
変
動

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
五
月
三
一
日

延
世
大
学
で
教
え
な
が
ら
︵
韓
国
語
︶

日
本
文
化
院
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

一
九
八
九
年
六
月
一
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

戦
後
県
政

最
大
の
転
換

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
六
月
二
八
日

e
日
本
社
会
党
︑
韓
国
と
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
f︵
韓
国
語
︶

ソ
ウ
ル
新
聞

一
九
八
九
年
七
月
二
六
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

権
力
の
腐
敗
防
ぐ
政
権
交
代

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
七
月
二
九
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

日
本
社
会
を
ど
う
開
く
か

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
一
〇
月
三
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

田
中
角
栄
の
政
治
㊤

そ
の
軌
跡

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
一
〇
月
三
一
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

田
中
角
栄
の
政
治
㊥

創
造
と
遺
産

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
一
一
月
二
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

田
中
角
栄
の
政
治
㊦

地
元
支
配

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
一
一
月
三
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

東
欧
を
ゆ
さ
ぶ
る
変
革
の
波

新
潟
日
報

一
九
八
九
年
一
一
月
二
九
日
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■
一
九
九
〇
年

九
〇
年
代
の
国
際
秩
序
と
韓
半
島
︵
韓
国
語
︶

光
州
日
報

一
九
九
〇
年
一
月
一
一
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

成
熟
し
た
政
党
政
治
を
期
待

新
潟
日
報

一
九
九
〇
年
二
月
二
八
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

大
転
換
迫
る
日
米
構
造
協
議

新
潟
日
報

一
九
九
〇
年
三
月
二
九
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

政
治
が
見
え
な
い
土
地
問
題

新
潟
日
報

一
九
九
〇
年
四
月
二
七
日

激
動
の
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
へ

激
動
す
る
世
界
と
日
本
の
政
治

立
教

一
九
九
〇
年
五
月

同
時
代
の
政
治
を
問
う

動
き
始
め
た
ア
ジ
ア
の
国
際
社
会

新
潟
日
報

一
九
九
〇
年
六
月
二
八
日

日
韓
間
の
ま
な
ざ
し
の
二
面
性

M
an
ag
em
en
t
&
C
oord
in
ation
一
九
九
〇
年
七
月

七
二
号

同
時
代
の
政
治
を
問
う

不
治
の
病
か
田
中
型
公
私
混
同

新
潟
日
報

一
九
九
〇
年
七
月
三
一
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

迫
ら
れ
る
日
本
外
交
の
自
立

新
潟
日
報

一
九
九
〇
年
八
月
三
〇
日

同
時
代
の
政
治
を
問
う

い
ま
こ
そ
変
革
へ
の
活
力
を

新
潟
日
報

一
九
九
〇
年
九
月
二
七
日

緊
急
座
談
会
﹁
ポ
ス
ト
冷
戦
﹂
時
代
の
朝
鮮
半
島
と
日
本
の
立
場
︵
小

此
木
政
夫
︑
小
牧
輝
夫
︑
チ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ン
ギ
ル
︑
チ
ェ
ジ
ン
・

リ
ー
︶

潮

一
九
九
〇
年
一
一
月

■
一
九
九
一
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
見
て

飛
躍
願
う
熱
気
痛
感

新
潟
日
報

一
九
九
一
年
二
月
一
〇
日

私
の
視
点

環
日
本
海
圏
構
想
の
理
念
を
示
せ

新
潟
日
報

一
九
九
一
年
三
月
八
日

激
動
す
る
世
界
と
平
和
・
自
由
の
条
件

婦
人
国
際
平
和
自
由
連
盟
日
本
支
部

一
九
九
〇
年
婦
人
の
国
際

協
力
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書

一
九
九
一
年
三
月

﹁
草
の
根
﹂
活
力

明
と
暗

読
売
新
聞

一
九
九
一
年
四
月
二
五
日

夕
刊

曲
が
り
角
に
立
つ
地
方
政
治

新
潟
日
報

一
九
九
一
年
四
月
三
〇
日

■
一
九
九
二
年

求
め
ら
れ
る
政
策
的
論
議

曲
が
り
角
に
立
つ
環
日
本
海
交
流
圏
フ
ォ

ー
ラ
ム

新
潟
日
報

一
九
九
二
年
二
月
一
五
日

地
方
自
治
︱
モ
ノ
か
ら
心
へ

生
活
充
実
へ

カ
ギ
握
る
住
民
参
加

北
海
道
新
聞

一
九
九
二
年
三
月
一
四
日

総
選
挙
後
の
韓
国

経
済
・
地
域
開
発
が
カ
ギ

国
民
遊
離
に
し
ら
け
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ム
ー
ド

新
潟
日
報

一
九
九
二
年
四
月
三
日

■
一
九
九
三
年

平
山
知
事
は
大
胆
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
県
政
を

新
潟
日
報

一
九
九
三
年
一
月
二
三
日

課
題
山
積
の
金
政
権

新
潟
日
報

一
九
九
三
年
二
月
二
六
日

遠
い
政
治

怒
り
持
続
さ
せ
て
監
視

山
陽
新
聞

一
九
九
三
年
三
月
一
三
日

連
載
を
読
ん
で

新
潟
日
報

一
九
九
三
年
七
月
三
〇
日

■
一
九
九
五
年

波
音

ア
セ
ア
ン
に
文
化
交
流
の
風
が
吹
く

潮

一
九
九
五
年
六
月

和
解
を
遮
る
嫌
韓
・
反
日
風
潮
警
戒
の
必
要
性
︵
韓
国
語
︶

東
亜
日
報

一
九
九
五
年
六
月
一
七
日

ホ
ン
ト
に
い
い
の
？
﹁
三
市
合
併
促
進
決
議
﹂
な
ん
て
ま
だ
よ
く
わ
か

ら
な
い
の
に
o

市
民
じ
ゃ
～
な
る

一
九
九
五
年
七
月
号

戦
後
の
原
風
景

特
集
p
﹁
私
の
戦
後
﹂﹁
戦
後
責
任
﹂

月
刊
私
学
公
論

一
九
九
五
年
八
月
号

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
と
課
題
︵
^
︶
膨
張
す
る
都
市
の
時
代
は

終
わ
っ
た

市
民
じ
ゃ
～
な
る

一
九
九
五
年
八
月
一
〇
日

日
韓
関
係
の
現
状
と
将
来
︵
韓
国
語
︶

大
邱
日
報

一
九
九
五
年
一
二
月
二
一
日

■
一
九
九
六
年

住
民
投
票
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て市

民
じ
ゃ
～
な
る

一
九
九
六
年
二
月
号

ア
ジ
ア
の
変
化
を
観
察
︱
日
本
先
行
の
時
代
終
わ
る

共
同
通
信
配
信

一
九
九
六
年
三
月

揺
れ
動
く
心
理
を
反
映

朝
日
新
聞

一
九
九
六
年
七
月
二
三
日

勝
手
に
や
る
ぜ
！
︱
P
art
町
内
勝
手
連
が
政
治
を
変
え
る

3

グ
ッ
ド
プ
レ
ス

一
九
九
六
年
九
月
一
〇
日

﹁
国
策
ノ
ー
﹂
過
半
数
懸
案
は
ポ
ス
ト
投
票

基
地
の
島
の
訴
え

新
潟
日
報

一
九
九
六
年
九
月
一
〇
日

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
現
在
的
な
問
題
論
議
を
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

K
y
od
o
W
eek
ly
一
九
九
六
年
一
〇
月
七
日

総
選
挙
結
果
こ
う
見
る

争
点
見
え
ず
︑
勝
ち
馬
に

新
潟
日
報

一
九
九
六
年
一
〇
月
二
二
日

二
つ
の
住
民
運
動
を
見
て
﹁
民
主
主
義
の
教
科
書
﹂
の
実
践
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市
民
じ
ゃ
～
な
る

一
九
九
六
年
一
〇
月
号

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
と
課
題

沖
縄
県
民
投
票
は
こ
う
し
て
実

現
し
た
︵
上
︶

市
民
じ
ゃ
～
な
る

一
九
九
六
年
一
一
月
号

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
と
課
題

沖
縄
県
民
投
票
は
こ
う
し
て
実

現
し
た
︵
下
︶

市
民
じ
ゃ
～
な
る

一
九
九
六
年
一
二
月
号

■
一
九
九
七
年

社
会
人
学
生
と
と
も
に
﹁
学
び
問
う
﹂
試
み

現
代
の
高
等
教
育

民
主
教
育
協
会
誌
︵
三
八
六
︶

一
九
九
七

年
四
月

日
米
防
衛
協
力
指
針
の
見
直
し

国
際
社
会
に
明
確
な
顔
を

信
濃
毎
日
新
聞

一
九
九
七
年
六
月
一
二
日

女
性
が
光
り

地
域
が
輝
く

共
通
の
課
題
追
う
姿
に
感
動

新
潟
日
報

一
九
九
七
年
七
月
一
八
日

転
換
期
の
政
治
と
社
会
に
対
応
し
た
報
道
を

新
聞
労
連
企
画
書

一
九
九
七
年
七
月
二
七
日

﹃
い
ま
︑
新
聞
に
言
い
た
い
﹄

転
換
期
の
政
治
と
社
会
に
対
応
し
た
報

道
を

新
聞
労
連
／
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
会

一
九
九
七
年
一
〇

月
一
日

宮
城
県
知
事
選
が
語
る
も
の

徒
手
空
挙
で
無
党
派
つ
か
む

新
潟
日
報

一
九
九
七
年
一
〇
月
二
八
日

文
化
の
交
差
点
︑
沖
縄
︱
新
し
い
視
座
を
求
め
て

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

一
九
九
七
年

座
談

W
in
ter

N
o.7

会

エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
に
込
め
ら
れ
た
ア
ジ
ア
民
衆
と
日
本
の
交
流
史
︱
ア

ジ
ア
料
理
店

S
A
P
IO
一
九
九
七
年
一
二
月
一
〇
日

論
評

市
民
投
票
の
重
み
]

本
土
エ
ゴ
突
く
﹁
住
民
の
刃
﹂

沖
縄
タ
イ
ム
ス

一
九
九
七
年
一
二
月
一
二
日

論
評

市
民
投
票
示
さ
れ
た
民
意

中

恥
ず
べ
き
政
府
の
行
為

沖
縄
タ
イ
ム
ス

一
九
九
七
年
一
二
月
二
三
日

■
一
九
九
八
年

﹁
寄
せ
る
文
﹂

山
本
孝
史
﹃
議
員
立
法
：
日
本
政
治
活
性
化
へ
の
道
﹄
一
九
九
八

年
二
月

政
府
の
誘
導
政
治
に
こ
そ
批
判
を
‼

市
民
じ
ゃ
～
な
る

一
九
九
八
年
二
月
号

基
地
﹁
健
忘
症
﹂
か
ら
議
論
へ

沖
縄
問
題

根
本
的
な
解
決
の
道

朝
日
新
聞

一
九
九
八
年
二
月
一
六
日

夕
刊

法
学
周
辺

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
試
み

立
教
法
学
会

一
九
九
八
年
三
月

﹁
民
意
の
政
治
学
﹂
住
民
投
票
を
考
え
る

上

内
発
的
な
直
接
民
主
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政
の
誕
生

朝
日
新
聞

一
九
九
八
年
四
月
一
四
日

夕
刊

︵
コ
メ
ン
ト
︶

分
権
の
顔

世
界
的
つ
な
が
り
築
け

北
海
道
新
聞

一
九
九
八
年
六
月
二
四
日

来
週
の
統
一
地
方
選
に
照
準

め
ざ
せ
女
性
議
員

政
治
講
座
に
熱
気

日
本
経
済
新
聞

一
九
九
八
年
九
月
一
四
日

夕
刊
︵
コ
メ
ン

ト
︶

市
民
投
票
の
特
徴

相
対
立
し
た
二
つ
の
選
挙
結
果

沖
縄
タ
イ
ム
ス

一
九
九
八
年
一
二
月
二
〇
日

■
一
九
九
九
年

神
島
先
生
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
再
訪

法
学
周
辺

一
九
九
九
年
三
月

シ
カ
ゴ
大
学
訪
問
記

ア
ジ
ア
地
域
研
究

一
九
九
九
年
三
月

﹁
普
通
の
知
事
﹂
の
姿
勢
に
危
う
さ

毎
日
新
聞

一
九
九
九
年
三
月
一
日

地
方
選
挙
と
有
権
者
の
目

赤
旗

一
九
九
九
年
四
月
七
日

激
震
！
東
京
都
庁

官
僚
的
言
動
が
大
っ
嫌
い

石
原
ど
う
動
く
か

東
京
都
知
事
選
の
こ
の
結
末
と
こ
れ
か
ら

ゲ
ン
ダ
イ

四
月
一
三
日
コ
メ
ン
ト

有
権
者
と
議
会
の
常
識
に
ギ
ャ
ッ
プ

新
潟
日
報

一
九
九
九
年
五
月
二
一
日

浅
沼
稲
次
郎

朝
日
ク
ロ
ニ
ク
ル

週
刊
二
〇
世
紀

九
～
一
一
頁

一
九
九
九

年
五
月
三
〇
日

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
安
保
研
究

東
京
新
聞

一
九
九
九
年
九
月
九
日

e
真
空
総
理
f
実
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

日
曜
版

一
九
九
九
年
九
月
二
六
日
号

韓
国
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
︱
な
ぜ
い
ま
韓
国
の
研
究
書
を
翻
訳
す

る
の
か

日
韓
文
化
交
流
基
金

一
九
九
九
年

N
ew

s
N
o.1

0

二
〇
世
紀
に
い
が
た
一
〇
〇
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

新
潟
日
報

一
九
九
九
年
一
〇
月
二
日

市
民
の
き
ず
な
断
た
れ
た
市
長

政
府
は
金
で
沖
縄
の
心
買
っ
た

沖
縄
タ
イ
ム
ス

一
九
九
九
年
一
〇
月
一
六
日

知
事
の
﹁
辺
野
古
﹂
表
明

識
者
評
論

市
民
投
票
こ
そ
地
元
判
断

沖
縄
タ
イ
ム
ス

一
九
九
九
年
一
一
月
二
六
日

ド
ラ
え
も
ん
が
生
み
出
す
e
ア
ジ
ア
共
生
の
家
f

週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ

二
四
四
～
二
四
八
頁

一
九
九
九
年
一
二

月
三
日
号

■
二
〇
〇
〇
年

人
脈
と
カ
ネ
で
築
い
た
e
数
の
支
配
f

竹
下
元
首
相
の
退
場
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し
ん
ぶ
ん
赤
旗

日
曜
版

二
〇
〇
〇
年
四
月
三
〇
日
・
五
月
七

日
合
併
号

国
民
世
論
に
対
し
て
無
神
経

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

日
曜
版

一
二
月
三
一
日
・
一
月
七
日
合
併
号

吉
田
茂

二
つ
に
割
れ
て
い
る
評
価

潮

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
号

■
二
〇
〇
一
年

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
一
〇
〇
万
都
市

上

市
政
に
e
新
住
民
f
の
声
を

読
売
新
聞

二
〇
〇
一
年
四
月
二
八
日

コ
メ
ン
ト

Ｗ
杯
と
カ
ネ

上

責
任
の
所
在
ま
ず
示
せ

朝
日
新
聞

二
〇
〇
一
年
五
月
二
一
日
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

し
が
ら
み
な
き
清
新
な
人
を

東
京
新
聞

二
〇
〇
一
年
五
月
二
二
日
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

小
泉
改
革
を
見
る
目

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
一
年
六
月

政
治
家
の
妻
夫
た
ち

多
様
化
進
む
﹁
家
族
の
形
﹂

新
潟
日
報

二
〇
〇
一
年
六
月
三
〇
日

洞
察
力
で
戦
争
の
本
質
描
け

朝
日
新
聞

二
〇
〇
一
年
九
月
七
日

﹁
お
宝
発
見
﹂

カ
レ
イ

立
教
大
学
図
書
館
発
行

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
日

テ
ロ
対
策

最
前
線
の
自
覚
持
て

朝
日
新
聞

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
四
日

こ
の
戦
争
の
本
質
は
何
か

朝
日
新
聞

二
〇
〇
一
年
一
一
月
九
日

■
二
〇
〇
二
年

名
護
市
長
選
を
読
む
︵
上
︶

岸
本
氏
の
意
図
的
﹁
誤
解
﹂

沖
縄
タ
イ
ム
ス

二
〇
〇
二
年
二
月
一
三
日

名
護
市
長
選
を
読
む
︵
下
︶

民
意
実
現
へ
の
努
力
必
要

沖
縄
タ
イ
ム
ス

二
〇
〇
二
年
二
月
一
四
日

﹁
普
天
間
﹂
代
替
協
決
定
を
問
う

市
長
と
市
民
の
間
に
埀
離

沖
縄
タ
イ
ム
ス

二
〇
〇
二
年
八
月
一
二
日

ヤ
ッ
シ
ー
再
選
こ
う
見
る

県
議
は
出
直
し
を

ス
ポ
ー
ツ
報
知

二
〇
〇
二
年
九
月
二
日
︵
コ
メ
ン
ト
︶

公
共
事
業
見
直
す
好
機
﹁
川
辺
川
﹂
反
対
に
弾
み

西
日
本
新
聞

二
〇
〇
二
年
九
月
二
日
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

新
潟

そ
し
て

東
ア
ジ
ア

鼎
談
第
'
部

日
中
復
興

年

小
泉

30

訪
朝

新
潟
日
報

二
〇
〇
二
年
九
月
二
八
日

座
談
会

新
潟

そ
し
て

東
ア
ジ
ア

鼎
談
第
'
部

日
中
復
興

年

一
気

30

呵
成

新
潟
日
報

二
〇
〇
二
年
九
月
三
〇
日

座
談
会

新
潟

そ
し
て

東
ア
ジ
ア

鼎
談
第
'
部

日
中
復
興

年

中
国

30

の
思
惑
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新
潟
日
報

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
日

座
談
会

新
潟

そ
し
て

東
ア
ジ
ア

鼎
談
第
'
部

日
中
復
興

年

田
中

30

の
決
断

新
潟
日
報

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
日

座
談
会

新
潟

そ
し
て

東
ア
ジ
ア

鼎
談
第
'
部

日
中
復
興

年

地
方

30

間
交
流

新
潟
日
報

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
四
日

座
談
会

新
潟

そ
し
て

東
ア
ジ
ア

鼎
談
第
'
部

日
中
復
興

年

交
流

30

の
課
題

新
潟
日
報

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
五
日

座
談
会

﹁
信
任
﹂
稲
嶺
県
政
の
課
題

交
渉
カ
ー
ド
に
な
ら
ず

沖
縄
タ
イ
ム
ス

二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
二
日

脱
政
党
選
挙
と
そ
の
背
景

赤
旗

二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
六
日

■
二
〇
〇
三
年

政
党
ら
し
い
政
党
の
新
鮮
さ

﹁
政
党
不
要
﹂
で
は
な
い

赤
旗

二
〇
〇
三
年
一
月
三
日

将
来
像
を
示
さ
ぬ
小
泉
改
革

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
三
年
二
月

ノ
ム
ヒ
ョ
ン
韓
国
大
統
領
が
残
し
た
課
題

毎
日
新
聞

二
〇
〇
三
年
六
月
二
二
日

発
言
席

東
ア
ジ
ア
の
た
め
の
日
韓
協
力

毎
日
新
聞

二
〇
〇
三
年
六
月
二
九
日

米
国
一
辺
倒
は
世
界
の
現
実
か
ら
離
れ
て
い
る

赤
旗

二
〇
〇
三
年
八
月
三
日

衆
院
選
へ
の
展
望

曲
り
角
自
民

人
気
取
り
選
挙

朝
日
新
聞

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
七
日

■
二
〇
〇
四
年

当
事
者
の
多
く
増
額
﹁
妥
当
﹂
﹁
他
に
比
べ
安
い
﹂
で
は
根
拠
不
十
分

読
売
新
聞

二
〇
〇
四
年
五
月
一
八
日

一
票
の
意
味

識
者
に
聞
く

日
本
の
将
来
方
向
づ
け
︵
コ
メ
ン
ト
︶

朝
日
新
聞

二
〇
〇
四
年
六
月
二
四
日

﹁
ネ
ッ
ト
﹂
型

新
た
な
潮
流

北
海
道
新
聞

二
〇
〇
四
年
七
月
一
一
日

神
奈
川
参
院
選
〇
四毎

日
新
聞
︵
横
浜
支
局
︶

二
〇
〇
四
年
七
月
一
二
日

識
者
談
話

首
相
退
陣
に
レ
ー
ル
︵
コ
メ
ン
ト
︶

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
四
年
七
月

追
悼

高
畠
通
敏
・
立
教
大
名
誉
教
授

生
活
者
の
政
治
学
を
追
究

新
潟
日
報

二
〇
〇
四
年
七
月
一
三
日

﹁
二
大
政
党
﹂
で
切
捨
て
ら
れ
る
選
択
肢

参
院
選
で
﹁
定
着
﹂
な
ど

し
て
い
な
い

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

二
〇
〇
四
年
七
月
二
〇
日

辺
野
古
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
開
始
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沖
縄
タ
イ
ム
ス

二
〇
〇
四
年
九
月
九
日

知
恵
蔵

二
〇
〇
四
年
版

日
本
政
治
の
項
を
担
当

■
二
〇
〇
五
年

さ
ま
よ
う
民
意

さ
い
た
ま
市
長
選

一
票
の
力

地
道
に
発
信

朝
日
新
聞

二
〇
〇
五
年
五
月
一
〇
日

T
h
e
Jap
an
tim
es
コ
メ
ン
ト

二
〇
〇
五
年
六
月
二
四
日

エ
ス
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
と
東
ア
ジ
ア
現
代
史

立
教
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

二
〇

N
o.1

4

〇
五
年
七
月
二
〇
日

立
教
大
学
と
平
和
研
究

戦
後
六
〇
年
︑﹁
平
和
﹂
に
つ
い
て
考
え
る

雑
誌
立
教

二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日

s
・
^
_
と
憲
法
改
正
論
議

新
潟
日
報

二
〇
〇
五
年
八
月
一
三
日

﹁
二
大
政
党
制
﹂
は
選
択
肢
を
切
り
捨
て
る

北
海
道
新
聞

二
〇
〇
五
年
八
月
一
四
日
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

s
・
^
_
と
憲
法
改
正
論
議

あ
ら
た
め
て
平
和
問
う

新
潟
日
報

二
〇
〇
五
年
八
月
一
五
日

t
_
総
選
挙

巧
み
な
戦
略
と
言
葉
の
マ
ジ
ッ
ク

ま
る
で
洪
水
の
跡

の
よ
う

毎
日
新
聞

神
奈
川
版

二
〇
〇
五
年
九
月
一
三
日

高
畠
通
敏
﹃
現
代
に
お
け
る
政
治
と
人
間
﹄

雑
誌
立
教

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
一
〇
日

新
安
全
保
障
と
専
門
家
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

知
恵
蔵

二
〇
〇
五
年
版

■
二
〇
〇
六
年

エ
ス
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
と
東
ア
ジ
ア
現
代
史
︵
続
︶

立
教
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

二
〇

N
o.15

〇
六
年
一
月
二
〇
日

市
民
の
安
全
保
障

平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

二
〇
〇
六

年
二
月
一
一
日

新
し
い
安
全
保
障
の
課
題
と
海
上
保
安
庁
に
対
す
る
期
待
︵
特
集
：
海

の
安
全
・
安
心
を
め
ざ
し
て
︱
こ
れ
か
ら
の
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ス
ト

ガ
ー
ド
︶

国
土
交
通

二
〇
〇
六
年
四
月

他
の
地
元
同
意
難
航
も

﹁
負
担
﹂
増
に
抵
抗
感
示
す

朝
日
新
聞

二
〇
〇
六
年
四
月
二
四
日

頭
越
し
の
国
策
に
異
議

朝
日
新
聞
︵
山
形
県
版
︶

二
〇
〇
六
年
四
月
二
八
日

民
主
党
の
選
挙
を
め
ぐ
る
分
析

ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
オ
ケ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ペ
ー
パ
ー

二
〇
〇
六
年

七
月
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平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
の
今
後
の
課
題
︵
新
代
表
挨
拶
︶

平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

二
〇
〇
六

年
七
月

各
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ら
台
北
に
集
い
議
論

直
接
民
主
制
の
意
義
確
認

朝
日
新
聞

二
〇
〇
六
年
七
月
二
四
日

鮮
明
な
﹁
個
人
よ
り
国
家
﹂

赤
旗

二
〇
〇
六
年
九
月
一
〇
日

■
二
〇
〇
七
年

民
意
に
政
府
圧
力
阻
む
力朝

日
新
聞
山
口
版

二
〇
〇
七
年
三
月
一
三
日

見
透
か
さ
れ
た
視
野
の
狭
さ

赤
旗

二
〇
〇
七
年
六
月
三
日

ど
う
み
る

﹁
自
民
党
の
危
機
﹂
そ
の
も
の

赤
旗

二
〇
〇
七
年
九
月
二
三
日

政
策
に
距
離
な
い
自
民
︑
民
主

赤
旗

二
〇
〇
七
年
一
一
月
八
日

■
二
〇
〇
八
年

立
教
大
学
と
ジ
ャ
ズ
︱
﹁
鈴
懸
の
径
﹂

ジ
ャ
ズ
公
演
案
内

二
〇
〇
八
年
三
月
二
四
日

﹁
韓
国
の
学
術
と
文
化
﹂
シ
リ
ー
ズ

韓
国
の
学
術
と
文
化
紹
介

日
韓
文
化
交
流
基
金

N
ew
s

二
〇
〇
八
年
五
月
二
二
日

政
治
の
い
ま
な
ぜ

注
目
の
訳

私
は
こ
う
見
る

根
源
的
な
疑
問
に

答
え

赤
旗

二
〇
〇
八
年
五
月
二
五
日

﹁
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
問
題
﹂
]
つ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
の
観
点
か
ら

A
sah
i.com

立
教
ジ
ャ
ー
ナ
ル
：
ニ
ュ
ー
ス
の
視
点

二
〇
〇
八
年
六
月
一
六

日

民
意
の
大
き
な
読
み
違
い

赤
旗

二
〇
〇
八
年
八
月
一
〇
日
・
一
七
日
合
併
号

■
二
〇
〇
九
年

﹁
キ
リ
ス
ト
教
大
学
で
教
育
・
研
究
す
る
こ
と
﹂

立
教

二
〇
九
号
二
〇
〇
九
年
夏

共
産
党
の
役
割

赤
旗

二
〇
〇
九
年
九
月
六
日

■
二
〇
一
〇
年

民
主

問
わ
れ
る
自
浄
能
力

疑
惑
に
背
を
向
け
検
察
と
e
対
決
f

︵
コ
メ
ン
ト
︶

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

二
〇
一
〇
年
一
月
三
一
日

フ
ィ
ー
ル
ド
報
告

壁
画
が
花
咲
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト

立
教
大
学
平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
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二
〇
一
〇
年
二
月

平
和
祈
念
の
都
市
空
間
を
つ
く
る
︱
広
島
市
の
構
想

立
教
大
学
平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

二
〇
一
〇
年
六
月

国
民
不
在

浮
き
彫
り

民
主
党
代
表
選
の
混
迷

コ
メ
ン
ト

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

二
〇
一
〇
年
九
月
五
日

■
二
〇
一
一
年

二
〇
一
一
年
統
一
地
方
選
挙
︱
女
性
議
員
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
に

女
性
展
望

二
〇
一
一
年
一
月
号

高
畠
先
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
ベ
ト
ナ
ム
脱
走
兵
支
援
活
動

法
学
周
辺

立
教
大
学
法
学
会

二
〇
一
一
年
三
月

開
催
校
企
画
﹁
東
ア
ジ
ア
︿
共
生
﹀
の
条
件
︱
﹃
安
全
保
障
﹄
の
越
境

と
転
換
﹂

平
和
学
会
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
用

報
告

六

書

評

■
一
九
七
九
年

花
立
三
郎
・
杉
井
六
郎
・
和
田
守
編

同
志
社
大
江
義
塾

徳
富
蘇
峰

資
料
集

三
一
書
房

週
刊
読
書
人

一
九
七
九
年
三
月
一
二
日
号

松
本
清
張
著

北
一
輝
論

講
談
社

一
九
七
九
年

週
刊
東
京
大
学
新
聞

第
二
一
八
九
号

立
花
雄
一
著

評
伝

横
山
源
之
助
︱
底
辺
社
会
・
文
学
・
労
働
運
動

創
樹
社

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
九
七
九
年
六
月
二
九
日

■
一
九
八
一
年

初
瀬
龍
平
著

伝
統
的
右
翼

内
田
良
平
の
研
究

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
九
八
一
年
三
月
二
七
日

■
一
九
八
二
年

森
長
英
三
郎
著

足
尾
鉱
毒
事
件

上
・
下

反
公
害
運
動
に
占
め
る

裁
判
闘
争
の
重
味
を
明
か
に
す
る

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
九
八
二
年
五
月
七
日

■
一
九
八
六
年

F
ried
rich
K
atz,
T
h
e
S
ecret
W
ar
in
M
ex
ico̶

̶
E
u
rop
e,
th
e

U
n
ite
d

S
ta
te
s
a
n
d

th
e

M
e
x
ica
n

R
e
v
o
lu
tio
n
,
1981,

U
n
iv
ersity
of
C
h
icag
o
P
ress

ア
ジ
ア
経
済

一
九
八
六
年
二
月
号

Ｃ
・
Ｆ
・
サ
ム
ス
著

竹
前
栄
治
訳

Ｄ
Ｄ
Ｔ
革
命

共
同
通
信
配
信

一
九
八
六
年
九
月
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■
一
九
八
八
年

戴
国
煇
著

台
湾
︱
人
間
・
歴
史
・
心
性

岩
波
新
書

共
同
通
信
配
信

一
九
八
八
年
一
一
月

■
一
九
八
九
年

江
崎
泰
子
・
森
口
秀
志
編
﹁
在
日
﹂
外
国
人

晶
文
社

共
同
通
信
配
信

一
九
八
九
年
一
月

■
一
九
九
〇
年

田
中
直
毅
著

日
本
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

講
談
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
〇
年
九
月

平
松
守
彦
著

﹁
一
村
一
品
﹂
で
過
疎
化
に
抵
抗

岩
波
新
書

共
同
通
信
配
信

一
九
九
〇
年
一
〇
月

■
一
九
九
一
年

五
島
隆
夫
著
﹁
慶
北
マ
フ
ィ
ア
﹂

ア
イ
ベ
ッ
ク
プ
レ
ス

週
刊
ポ
ス
ト

一
九
九
一
年
一
月
二
五
日

佐
和
隆
光
著

こ
れ
か
ら
の
経
済
学

岩
波
新
書

共
同
通
信
配
信

一
九
九
一
年
四
月

新
藤
宗
幸
著

現
代
政
治
の
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

筑
摩
書
房

共
同
通
信
配
信

一
九
九
一
年
五
月

パ
ッ
ト
・
チ
ョ
ー
ト
著

影
響
力
の
代
理
人

早
川
書
房

共
同
通
信
配
信

一
九
九
一
年
六
月

藤
間
丈
夫
著

動
き
始
め
た
環
日
本
海
経
済
圏

創
知
社

小
川
和
男
・
小
牧
輝
夫
編

環
日
本
海
経
済
圏

日
本
経
済
新
聞
社

新
潟
日
報

一
九
九
一
年
七
月
一
日

色
川
大
吉
著

昭
和
史
と
天
皇

岩
波
書
店

共
同
通
信
配
信

一
九
九
一
年
八
月

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
著

戦
争
ゲ
ー
ム

講
談
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
一
年
九
月

李
泰
著

南
部
軍

平
凡
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
一
年
九
月

入
江
昭
著

日
米
関
係
五
十
年

岩
波
書
店

共
同
通
信
配
信

一
九
九
一
年
九
月

天
江
喜
七
郎
著

息
子
へ
の
手
紙

学
生
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
一
年
一
〇
月

■
一
九
九
二
年

江
波
戸
哲
夫
著

西
山
町
物
語

文
芸
春
秋

共
同
通
信
配
信

一
九
九
二
年
一
月

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
著

自
由

集
英
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
二
年
一
月

信
濃
毎
日
新
聞
報
道
部

扉
を
開
け
て

明
石
書
店

共
同
通
信
配
信

一
九
九
二
年
二
月

ク
リ
ス
ト
フ
・
ハ
イ
ン
著

僕
は
あ
る
と
き
ス
タ
ー
リ
ン
を
見
た

み

す
ず
書
房
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共
同
通
信
配
信

一
九
九
二
年
四
月

新
藤
宗
幸
著

行
政
指
導

岩
波
新
書

共
同
通
信
配
信

一
九
九
二
年
四
月

レ
ナ
ト
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
編

日
本
の
役
割

ぴ
す
く
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
二
年
五
月

丸
山
眞
男
著

忠
誠
と
反
逆

筑
摩
書
房

共
同
通
信
配
信

一
九
九
二
年
七
月

大
嶽
秀
夫
著

二
つ
の
戦
後
・
ド
イ
ツ
と
日
本

日
本
放
送
出
版
協
会

共
同
通
信
配
信

一
九
九
二
年
八
月

大
陸
市
場
を
舞
台
に
韓
日
競
争
本
格
化
︵
韓
国
語
︶

ソ
ウ
ル
新
聞

一
九
九
二
年
九
月
四
日

■
一
九
九
三
年

猪
口
孝
著

日
本

経
済
大
国
の
政
治
運
営

東
京
大
学
出
版
会

共
同
通
信
配
信

一
九
九
三
年
四
月

加
藤
節
著

政
治
と
人
間

岩
波
書
店

共
同
通
信
配
信

一
九
九
三
年
七
月

納
谷
祐
二
・
小
林
ひ
ろ
み
著

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
遺
言

講
談
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
三
年
一
〇
月

新
潟
日
報
報
道
部
編

知
事
の
背
信

新
潟
日
報

一
九
九
三
年
一
〇
月
二
四
日

今
井
克
・
三
浦
元
博
著

バ
ル
カ
ン
危
機
の
構
図

恒
文
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
三
年
一
二
月

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
カ
ー
著

ス
タ
ー
リ
ン
と
は
何
だ
っ
た
の
か

白
須

英
子
訳

草
思
社

共
同
通
信
配
信

一
九
九
三
年
一
二
月

■
一
九
九
四
年

佐
和
隆
光
著

平
成
状
況
の
政
治
経
済
学

共
同
通
信
配
信

一
九
九
四
年
二
月

村
松
岐
夫
著

日
本
の
行
政

共
同
通
信
配
信

一
九
九
四
年
六
月

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン
著

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
︵
上
・
下
︶

別
宮
貞
徳
監
訳

日
本
放
送
出
版
協
会

共
同
通
信
配
信

一
九
九
四
年
七
月

Ｊ
・
Ｋ
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
著

中
国
回
想
録

み
す
ず
書
房

共
同
通
信
配
信

一
九
九
四
年
八
月

ビ
ン
・
シ
ン
著

評
伝

徳
富
蘇
峰
︱
近
代
日
本
の
光
と
影

杉
原
志

啓
訳

岩
波
書
店

週
刊
ポ
ス
ト

一
九
九
四
年
一
一
月
一
一
日

■
一
九
九
九
年

金
子
仁
洋
著

政
官
攻
防
史

中
公
新
書

共
同
通
信
配
信

一
九
九
九
年
三
月

■
二
〇
〇
〇
年
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今
井
一
著

住
民
投
票

岩
波
新
書

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
〇
年
一
二
月

■
二
〇
〇
一
年

文
明
子
著

朴
正
熙
と
金
大
中

阪
堂
博
之
訳

共
同
通
信
社

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
一
年
二
月

■
二
〇
〇
二
年

古
関
彰
一
著
﹁
平
和
国
家
﹂
日
本
の
再
検
討

岩
波
書
店

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
二
年
六
月

■
二
〇
〇
四
年

丸
楠
恭
一

坂
田
顕
一

山
下
利
恵
子
著

若
者
た
ち
の
︽
政
治
革

命
︾
中
公
新
書
ラ
ク
レ

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
四
年
四
月

門
奈
直
樹
著

現
代
の
戦
争
放
送

岩
波
新
書

雑
誌
立
教

二
〇
〇
四
年
七
月

太
田
昌
克
著

盟
約
の
闇

日
本
評
論
社

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
四
年
九
月

■
二
〇
〇
五
年

韓
洪
九
著

韓
国
現
代
史
Ⅱ

高
崎
宗
司
訳

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
五
年
八
月

■
二
〇
〇
六
年

マ
ー
ク
・
カ
ー
ラ
ン
ス
キ
ー
著

1968

世
界
が
揺
れ
た
年

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
六
年
五
月

■
二
〇
〇
七
年

杉
本
仁
著

選
挙
の
民
俗
誌
︱
日
本
的
政
治
風
土
の
基
層

新
泉
社

共
同
通
信
配
信

二
〇
〇
七
年
八
月

■
二
〇
一
〇
年

ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ダ
ワ
ー

昭
和

戦
争
と
平
和
の
日
本

み
す
ず
書
房

共
同
通
信
配
信

二
〇
一
〇
年
四
月

■
二
〇
一
一
年

大
澤
真
幸

斎
藤
美
奈
子

橋
本
努

原
武
史
編

一
九
七
〇
年
転
換

期
に
お
け
る
﹃
展
望
﹄
を
読
む

筑
摩
書
房

共
同
通
信
配
信

二
〇
一
一
年
二
月

七

座

談

会

■
一
九
九
五
年

特
集

環
日
本
海
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
秋
田

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
・
第
二
部

環
日
本
海
圏
交
流
・
協
力
の
課
題

月
刊
地
方
政
治

第
四
二
三
号

一
九
九
五
年
二
月
二
〇
日

立教法学 第 86 号（2012)

24



特
集
・
日
韓
正
常
化
三
〇
年

過
去
か
ら
未
来
へ

長
い
歴
史
を
長
い

目
で
読
む
︵
田
中
優
子
︑
鄭
大
均
︶

G
A
IK
O
F
O
R
U
M

一
九
九
五
年
六
月

ボ
ー
ダ
レ
ス
化
す
る
ア
ジ
ア
の
大
衆
文
化
︵
ス
リ
チ
ャ
イ
・
ワ
ン
ゲ

オ
︑
斉
藤
英
介
︑
鄭
大
均
︶

潮

一
九
九
五
年
一
〇
月

■
一
九
九
九
年

緊
急
座
談
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
考
え
る
︱
誰
の
た
め
の
﹁
安
全
保

障
﹂
か

潮

一
九
九
九
年
四
月

総
括
座
談
会

女
性
議
員
進
出
の
背
景
と
今
後

婦
人
展
望

六
月
号

ʼ99

■
二
〇
〇
六
年

第
一
六
四
通
常
国
会
を
振
り
返
る

小
泉
政
権
の
総
括
と
今
後
の
政
治

女
性
展
望

二
〇
〇
六
年
九
月
号

八

講

演
・
報

告

■
一
九
八
四
年

In
terp
retation
s
of
H
istory
in
C
on
tem
p
orary
Jap
an

シ
カ
ゴ
大
学

D
ep
artm
en
t
of
F
ar
E
astern
S
tu
d
ies
セ
ミ

ナ
ー

一
九
八
四
年
一
一
月

■
一
九
九
〇
年

日
韓
文
化
交
流
に
つ
い
て

社
団
法
人

経
済
同
友
会

■
一
九
九
二
年

T
h
e
E
m
p
eror
S
y
stem
in
M
od
ern
Jap
an

シ
カ
ゴ
大
学
・
ミ
シ
ガ
ン
大
学
・
中
西
部
日
本
研
究
会

■
一
九
九
三
年

環
日
本
海
交
流
圏
に
お
け
る
自
治
体
外
交
︱
そ
の
展
望
と
課
題

新
潟
日
報
社
政
経
懇
話
会

一
九
九
三
年
三
月
二
〇
日

日
韓
関
係
の
新
し
い
展
開

新
潟
日
報
社
政
経
懇
話
会

一
九
九
三
年
七
月
一
五
日

■
一
九
九
四
年

G
lob
alization
an
d
Jap
an
s̓
C
ities:T
ok
y
o,N
iig
ata
an
d
O
k
in
aw
a

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

一
九
九
四
年
三
月
二
〇
～
二

二
日
︵
シ
カ
ゴ
大
学
︶

A

N
ew

A
g
e
for
L
ocal
A
u
ton
om
y
?

Issu
es
an
d
P
ow
er
in

C
on
tem
p
orary
Jap
an
ese
C
om
m
u
n
ities

T
h
e
C
en
ter
for
L
ocal
A
u
ton
om
y
,H
an
y
an
g
U
n
iv
ersity
&
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F
ried
rich
N
au
m
an
n
F
ou
n
d
ation
S
eou
l,K
orea

一
九
九
四

年
一
〇
月
五
日

■
一
九
九
五
年

自
治
体
に
お
け
る
国
際
交
流

E
R
IN
A
賛
助
会
員
九
月
セ
ミ
ナ
ー

一
九
九
五
年
九
月
二
八
日

■
一
九
九
六
年

自
立
し
た
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
︱
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

政
令
指
定
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
Y
on
o
1996
一
九
九
六
年
二

月
二
四
日

zF
rom
A
m
erican
ization
to
‘Jap
an
ization
’
in
E
ast
A
sia
!?”

立
教
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
九
九
六
年
三
月
二
〇
日

T
h
e
P
resen
t
an
d
P
rob
lem
s
of
A
sian
S
tu
d
ies
in
Jap
an

A
ssociation
of
A
sian
S
tu
d
ies
H
on
olu
lu
,H
aw
aii
一
九
九
六

年
四
月
一
一
日

大
転
換
期
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
と
日
本

新
座
市
講
演

一
九
九
六
年
九
月
二
七
日

日
本
の
官
僚
と
政
治

第
二
回

﹁
近
代
官
僚
の
成
立
：
大
久
保
利

通
・
渋
沢
栄
一
・
杉
浦
譲
﹂

ア
サ
ヒ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

一
九
九
六
年
一
〇
月
一
二
日

選
挙
制
度
改
革
下
の
総
選
挙
︱
選
択
の
基
準
は
何
か

市
川
房
枝
記
念
館

一
九
九
六
年
一
〇
月
一
八
日

初
の
小
選
挙
区
に
あ
ら
わ
れ
た
日
本
政
治
の
展
望

︵
社
︶
中
央
政
策
研
究
所

研
究
セ
ミ
ナ
ー

一
九
九
六
年
一
〇

月
二
九
日

zC
itie
s
in

a

T
im
e

fo
r
P
a
ra
d
ig
m
:
R
e
th
in
k
in
g

M
o
d
e
rn

U
rb
an
ism
”

S
eou
lM
etrop
olitan
F
oru
m
1996

一
九
九
六
年
一
二
月
一
〇

日

■
一
九
九
七
年

G
lob
alization
an
d
Jap
an
ese
C
ities

In
tern
ation
al
C
on
feren
ce
on

G
lob
alization
,
C
ity

an
d

Y
ou
th
in
C
airo
一
九
九
七
年
三
月
二
〇
日
︵
カ
イ
ロ
︶

変
わ
ろ
う
県
庁
！
変
え
よ
う
県
庁
！
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

﹁
政
治
学
・
財

政
学
等
の
学
者
︑
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
問
題
提
起
﹂

新
潟
県
庁
に
て

一
九
九
七
年
六
月
六
日

未
完
の
夢

幕
末
維
新
人
物
列
伝

﹁
幕
臣
た
ち
の
幕
末
維
新
﹂

品
川
区
立
品
川
歴
史
館

一
九
九
七
年
六
月
七
日

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
の
選
挙
報
道

韓
日
言
論
セ
ミ
ナ
ー
︵
ソ
ウ
ル

韓
国
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
)

一

九
九
七
年
七
月
四
日

政
治
・
行
政
と
地
域
の
住
民

労
組
幹
部
政
策
懇
話
会

一
九
九
七
年
一
〇
月
二
三
日
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■
一
九
九
八
年

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
日
本
と
朝
鮮
半
島

ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

早
稲
田
大
学

一
九
九
八
年

O
k
in
aw
a:
A
n
A
p
oria
in
th
e
S
ecu
rity
of
th
e
A
sian
P
acific

R
eg
ion
.

葉
山
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

一
九
九
八
年
一
月
二
三

日

政
治
・
行
政
と
地
域
住
民

全
国
労
組
生
産
性
会
議
中
央
委
員
会

記
念
講
演

一
九
九
八
年

五
月
一
三
日

政
治
家
の
エ
ー
ト
ス
と
構
想

維
新
の
指
導
者
群
に
つ
い
て

；

政
治
思
想
学
会

一
橋
大
学

一
九
九
八
年
五
月
二
四
日

冷
戦
後
の
日
本
外
交

日
韓
政
治
学
会
共
同
研
究
︵
ソ
ウ
ル
︶

一
九
九
八
年
八
月
一
九

日

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
政
治

A
sia

in
G
lo
b
al

C
on

te
x
t

A
sian

S
tu
d
ies

A
sso

ciation
o
f

︵
メ
ル
ボ
ル
ン
)

一
九

A
u
stralia

1
2th

B
ien

n
ial

C
on

feren
ce

九
八
年
九
月
二
八
日

■
一
九
九
九
年

T
h
e
N
ecessity
of
a
D
eb
ate
on
C
om
p
reh
en
siv
e
S
ecu
rity

A
ssociation
of
A
sian

S
tu
d
ies

シ
カ
ゴ
大
学

一
九
九
九

年
三
月
一
七
日

共
同
研
究
﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
ア
ジ
ア
に
お
け
る
包
括
的
安
全
保
障

と
異
文
化
理
解
﹂

ア
ジ
ア
研
究
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

第
二
回
セ
ミ
ナ
ー

一
九

九
九
年
六
月
二
九
日

私
の
学
生
時
代
の
今
日
的
意
味

稲
門
経
済
倶
楽
部
総
会

早
稲
田
大
学
大
隈
会
館

一
九
九
九
年

七
月
一
七
日

二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
催
は
両
国
理
解
の
道
を
開
く
か

日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

一
九
九
九
年
八
月
一
六
日

男
女
共
生
を
進
め
る
県
民
の
つ
ど
い
﹁
男
女
共
同
参
画
で
拓
く
︑
二
一

世
紀
を
考
え
る
﹂
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

山
梨
県
立
文
学
館

一
九
九
九
年
九
月
四
日

経
済
改
革
が
カ
ギ
に

日
報
政
経
懇

上
越
市

新
潟
日
報

一
九
九
九
年
一
〇
月
二
二
日

■
二
〇
〇
〇
年

な
ぜ
日
本
の
政
治
は
女
性
を
受
け
入
れ
な
い
の
か

参
議
院
調
査
会

二
〇
〇
〇
年
三
月
一
日

脱
政
党
選
挙
：
九
七
年
宮
城
県
知
事
選
挙

選
挙
学
会
報
告

武
蔵
工
業
大
学

二
〇
〇
〇
年
五
月
二
〇
日

抗
戦
・
分
裂
・
展
開

日
本
の
国
家
は
退
場
す
る
か

ア
ジ
ア
研
究
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

二
〇
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〇
〇
年
七
月
二
日

■
二
〇
〇
一
年

地
域
政
治
と
住
民
投
票

新
潟
市
民
大
学
﹁
政
治
を
市
民
の
手
に
﹂

二
〇
〇
一
年
三
月
二

〇
日

T
ok
y
o
as
a
B
ase
C
am
p
for
N
G
O

T
h
e
T
h
ird
A
S
F
R
P
S
y
m
p
osiu
m

G
lob
alization
an
d
th
e

U
rb
an
C
om
m
u
n
ity

二
〇
〇
一
年
六
月
二
九
日

社
会
の
構
造
転
換
と
政
党
の
政
策
能
力

日
本
政
治
学
会

二
〇
〇
一
年
七
月
六
日

小
泉
政
権
と
参
院
選
の
ゆ
く
え

新
潟
日
報
社
政
経
懇
話
会
七
月
例
会

二
〇
〇
一
年
七
月
二
六
日

T
h
e
S
tru
g
g
le
for
D
irect
D
em
ocracy
in
L
ocal
Jap
an
ese

P
olitics

In
tern
ation
al
W
ork
sh
op
on
L
ocal
A
u
ton
om
y
an
d
C
iv
ic

S
ociety

at
S
eou
l,
H
an
y
an
U
n
iv
ersity

二
〇
〇
一
年
一
〇

月
八
日

社
会
の
構
造
転
換
と
政
党
の
政
策
能
力
：
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

め
ぐ
っ
て

ア
ジ
ア
研
究
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

二
〇
〇
一
年
一
一
月
一
六

日

政
治
を
市
民
の
手
に

新
潟
市
民
大
学

二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
日

■
二
〇
〇
二
年

社
会
構
造
の
変
化
と
最
近
の
選
挙

埼
玉
県
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

総
会

二
〇
〇
二
年
二
月
一

二
日

自
治
体
の
課
題
：
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て

嵐
山
町
議
会
議
員
研
修
会

二
〇
〇
二
年
二
月
二
七
日

政
治
学
か
ら
見
る
日
本
政
治
：﹁
小
泉
改
革
﹂
と
は
何
だ
っ
た
の
か

旭
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

二
〇
〇
二
年
五
月
一
〇
日

In
S
earch
of
E
q
u
ity
:
T
h
e
R
ig
h
ts
of
L
ocal
R
eferen
d
u
m

Jap
an
ese
E
n
v
iron
m
en
tal
Issu
es

T
am
ak
i
F
ou
n
d
ation
P
roject
on
E
n
v
iron
m
en
t
P
olicy
an
d

L
aw
,
in
S
eattle
W
ash
in
g
ton

二
〇
〇
二
年
七
月
二
七
日

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
の
政
党
の
政
策
形
成

﹁
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
東
ア
ジ
ア
の
政
治
・
行
政
改
革
﹂

南
開
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
二
年
九
月
七
日

日
本
の
安
全
保
障
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

ア
ジ
ア
研
究
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

二
〇
〇
二
年
九
月
二
九
日

■
二
〇
〇
三
年

小
泉
内
閣
の
こ
れ
ま
で
と
今
後
の
ゆ
く
え

岩
手
二
戸
地
区
情
報
文
化
研
究
会
二
月
例
会

二
〇
〇
三
年
二
月
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七
日

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
の
安
全
保
障

ア
ジ
ア
研
究
・
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
第
四
回
セ
ミ
ナ
ー

二
〇
〇

三
年
三
月
一
二
日

さ
い
た
ま
市
の
合
併
と
住
民
投
票東

松
山
市

二
〇
〇
三
年
五
月
二
五
日

石
田
雄
﹁
市
民
運
動
か
ら
み
た

年
代
﹂
社
会
科
学
研
究
所
︵
コ
メ
ン

90

ト
︶

二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
四
日

■
二
〇
〇
五
年

政
治
講
座

合
併
と
地
方
自
治
Ⅱ
︱
合
併
後
の
地
方
自
治

さ
い
た
ま
市
民
講
座

二
〇
〇
五
年
一
月
二
二
日
～
二
月
五
日

﹁
構
造
改
革
﹂
の
思
想

﹁
現
代
日
本
の
精
神
史
﹂
立
教
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
〇

〇
五
年
七
月
一
六
日

市
民
社
会
と
日
本
︵
ア
ジ
ア
︶
の
条
件

世
田
谷
市
民
大
学

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
～
一
二
月

■
二
〇
〇
六
年

D
irect
D
em
ocracy
in
Jap
an

In
tern
ation
al
D
irect
D
em
ocracy

ベ
ル
ン

二
〇
〇
六
年

七
月
一
六
日

e
構
造
改
革
f
の
思
想

稲
門
経
済
倶
楽
部

総
会

二
〇
〇
六
年
七
月
二
二
日

■
二
〇
〇
七
年

オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
ビ
デ
オ
﹁
平
和
と
安
全
保
障
﹂︵
佐
々
木
寛
氏
と

共
同
制
作
︶

早
稲
田
大
学
・
立
教
大
学
共
同
制
作

二
〇
〇
七
年
二
月

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
平
和
の
構

築
﹂
平
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構

二
〇
〇
七
年
八
月
二
一
日

住
民
投
票
近
年
の
状
況

住
民
投
票
台
北
会
議

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
八
日

市
民
の
安
全
は
誰
が
﹁
保
護
﹂
す
る
の
か

立
教
大
学
経
済
学
部
一
〇
〇
周
年
記
念

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

﹁
日
本
社
会
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
政
治
経
済
﹂

二
〇
〇
七
年
一
一

月
一
一
日

■
二
〇
〇
八
年

全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
セ
ン
タ
ー
主
催
﹁
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
全

カ
リ
︱
そ
の
可
能
性
を
考
え
る
﹂

大
学
教
育
に
お
け
る
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
現
状
と
そ
の
可
能
性

事
例
報
告

オ
ン
デ
マ
ン
ド
授

業
﹁
平
和
と
安
全
保
障
﹂
の
試
み

立
教
大
学
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

環
境
の
支
援
体
制
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大
学
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
八
年

キ
リ
ス
ト
教
大
学
で
教
育
・
研
究
す
る
こ
と

R
U
M
︵
R
ik
k
y
o
U
n
iv
ersity
M
ission
︶
二
〇
〇
八
年
度

チ

ャ
ペ
ル
講
演
会

二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
日

■
二
〇
〇
九
年

T
h
e
P
eace
P
olicies
of
Jap
an
ese
C
ities
日
本
の
都
市
の
平
和
政
策

聖
公
会
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ソ
ウ
ル

二
〇
〇
九
年
七
月
二
三

日

■
二
〇
一
〇
年

市
民
は
ど
う
選
択
す
べ
き
か
︱
参
院
選
を
前
に

佐
賀
講
演

二
〇
一
〇
年
七
月

■
二
〇
一
一
年

原
発
社
会
の
権
力
構
造
と
将
来
の
展
望

立
教
大
学
法
学
部

最
終
講
義
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